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登 録 研 修 機 関 の 管 理 者  様 

登録喀痰吸引等事業者の管理者 様 

介護福祉士養成施設の 長  様 

 

  新潟県福祉保健部高齢福祉保健課長  

 

 

喀痰吸引等研修（基本研修（演習）及び実地研修）に係る評価等について（通知） 

 

 

 日頃から、本県の高齢者保健福祉行政の推進につきまして、格別の御配慮を賜り

厚く御礼申し上げます。 

本県における喀痰吸引等研修については、令和６年８月２日付け高齢第721号「胃

ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下型・半固形型栄養剤）に係る研修および認定

特定行為業務従事者認定証の取扱いについて（通知）」でお知らせしたところです

が、これに伴う研修の評価等について別紙のとおり取り扱うこととしましたので、

ご留意くださるようお願いします。 

 

記 

 

１ 「胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下型・半固形型栄養剤）」手技の基本 

研修（演習）及び実地研修の評価、実施報告について 

 

  別紙「基本研修（演習）及び実地研修の実施手順と評価について」に基づいて 

基本研修（演習）及び実地研修の評価等を行ってください。 

  また、研修の実施報告については、別途通知する登録研修機関宛通知「喀痰 

吸引等研修（第一号・第二号研修）修了者の報告について」及び登録喀痰吸引等 

事業者宛通知「介護福祉士への喀痰吸引等実地研修の修了報告について」により 

報告してください。 

 なお、「胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下型・半固形型栄養剤）」以外 

の手技に係る取扱いについては従前のとおりですが、改めてご確認くださるよう 

お願いします。 

 

２ 添付書類 

  （１）喀痰吸引等研修 評価の視点 

（２）喀痰吸引等研修（基本研修・演習）実施評価票 

  （３）喀痰吸引等研修（実地研修）実施評価票 

  （４）喀痰吸引等研修（実地研修）実施結果一覧表 

 

高齢福祉保健課 介護人材確保係 

電 話：025-280-5272 

E-mail：ngt040230@pref.niigata.lg.jp 



基本研修（演習）及び実地研修の実施手順と評価について 

 

 登録研修機関が実施する喀痰吸引等研修（基本研修（演習）及び実地研修）及び登録喀痰吸引

等事業者が介護福祉士に対して実施する実地研修の実施手順及び評価については、「喀痰吸引等

研修実施要綱について」（平成 24年３月 30日付け社援発 0330第 43号厚生労働省社会・援護局

通知、以下「実施要綱」という。）に定められています。 

 研修の実施にあたっては、実施要綱を確認し、対象者の安全を確保した上で、公正かつ適切な

実施・評価体制を整備してください。 

 

■実施手順 

基本研修（演習）及び実地研修の実施手順は、以下の STEP１～STEP８の順を踏まえ行う 

こととし、このうち STEP４～８については添付の｢基本研修（演習）及び実地研修評価基準・ 

評価票｣を用いた評価を行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP１：安全管理体制確保（実地研修のみ） 

実際の喀痰吸引等の提供が、医師・看護職員との連携体制・役割分担の下で 

行われることを想定し、医師及び看護職員（実地研修指導講師）が研修受講者の 

実地研修の実施についての総合的判断を行う。 

STEP２：観察判断（実地研修のみ） 

実地研修指導講師が、実地研修協力者の状態像を観察し、実施の可否等を確認 

する。 

STEP３：観察 

研修受講者が、演習シミュレーター又は実地研修協力者の状態像を観察する。 

STEP４：準備 

研修受講者が、指導講師である医師の指示等の確認、手洗い、必要物品の用意や 

確認など、演習又は実地研修の実施に必要な準備を行う。 

STEP５：実施 

研修受講者が、喀痰吸引等の演習又は実地研修を実施し、安全に行われたか 

どうかを確認する。 

※経鼻経管栄養の場合は、受講者ではなく指導講師が、栄養チューブが正確に 

胃の中に挿入されていることを確認する。 

STEP６：報告 

研修受講者が、演習シミュレーター又は実施研修協力者の喀痰吸引等の実施後の 

状態を研修講師に報告する。 

STEP７：片付け 

研修受講者が、演習又は実地研修で使用した物品等を片付ける。 

STEP８：記録 

研修受講者が、演習又は実地研修で行った喀痰吸引等について記録する。 

（別紙） 



■基本研修（演習）評価判定（登録研修機関のみ） 

○修了認定の基準：次の①及び②の要件をみたす場合に修了とする。 

【要件】 

①受講者が、省令で定める習得すべき全ての行為ごとに、規定回数（下記参照）以上の 

演習を実施した。 

②｢基本研修（演習）評価票｣の全ての項目の評価結果が、｢手順どおりに実施できている｣ 

となっている。 

 

＜基本研修（演習）における行為ごとの規定回数＞ 

行為 規定回数 備考（新潟県での取り扱い） 

口腔内の喀痰吸引 

５回以上 

 

鼻腔内の喀痰吸引  

気管カニューレ内部の喀痰吸引  

胃ろう又は腸ろうによる経管栄養 

「半固形型」栄養剤の実地研修を行う

場合は、「滴下型」栄養剤及び「半固形

型」栄養剤の演習をいずれも５回以上

実施する。 

経鼻経管栄養  

救急蘇生法 １回以上  

 

○実施研修については、基本研修の修了が確認された研修受講者に対して行うこと。 

○演習の修了が認められなかった者については、再度、演習の全課程を受講させること。 

 

【評価票の記入について（基本研修（演習）評価判定基準）】 

基本研修（演習）を行った研修受講者ごと、かつ、評価項目ごとに以下のア～ウの 

３段階で演習指導講師が評価すること。 

ア 評価項目について手順通りに実施できている。 

イ 評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。 

ウ 評価項目を抜かした。（手順通りに実施できなかった。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■実地研修評価判定（登録研修機関、登録喀痰吸引等事業者共通） 

○修了認定の基準：次の①～③のすべての要件を満たす場合に修了とする。なお、修了の確認 

には添付の「実地研修実施結果一覧表」を用いること。 

【要件】 

①受講者が、修得しようとする行為ごとに、規定回数（下記参照）以上の実地研修を実施 

した。 

②｢実地研修評価票｣の全ての項目の評価結果が、｢手順どおりに実施できている｣となって 

いる。 

③評価結果が、下記（ａ）、（ｂ）のいずれも満たしている。 

（ａ）当該ケアにおいて最終的な累積成功率が 70％以上であること。 

（ｂ）当該ケアにおいて最終３回のケアの実施において不成功が１回もないこと。 

※ただし「胃ろう又は腸ろうによる経管栄養」において「半固形型」栄養剤の実地研修を 

行う場合は「滴下型」栄養剤での実地研修において要件③を満たした上で「半固形型」 

栄養剤を用いた実地研修でも③を満たすこと。 

 

＜実地研修における行為ごとの規定回数＞ 

行為 規定回数 備考 

口腔内の喀痰吸引 10 回以上  

鼻腔内の喀痰吸引 

20 回以上 

 

気管カニューレ内部の喀痰吸引  

胃ろう又は腸ろうによる経管栄養 

「半固形型」栄養剤の実地研修を行う

場合は、「滴下型」栄養剤での実地研修

を 10 回以上実施後、「半固形型」を実

施し、合わせて 20 回以上とする。 

経鼻経管栄養  

 

 【評価票の記入について（実地研修評価判定基準）】 

実地研修を行った研修受講者ごとに、かつ、評価項目ごとに以下のア～エの４段階で実地 

研修指導講師が評価すること。 

ア 
１人で実施できる。 

評価項目について手順通りに実施できている。 

イ 

１人で実施できる。 

評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。 

実施後に指導した。 

ウ 

１人で実施できる。 

評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。 

その場では見過ごせないレベルであり、その場で指導した。 

エ １人での実施を任せられるレベルにはない。 

 



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
修了
認定

Ａ氏 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 合格

Ｂ氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 不合格

Ｃ氏 × ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ 不合格

Ｄ氏 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 合格

（ａ）累積成功率が70%以上かどうか。

[確認のポイント]

（ｂ）最終３回のケアが連続ですべて成功しているか。

累積
成功率

70.0%

90.0%

60.0%

71.4%

最終３回

すべて成功

不成功あり

すべて成功

すべて成功

【実地研修の評価の例】 

口腔内の喀痰吸引（規定回数：10 回以上）の場合 

※「○」印は、評価票の全ての項目について、講師の評価結果が 

「実施要綱等に定める手順どおりに実施できている」（全ての 

項目「ア」）となっていることを表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（規定回数：20 回以上）の場合 

 

 

半固形型
栄養剤

栄養剤の
種類

累積
成功率

最終３回 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
修了
認定

Ｅ氏 なし 滴下型 70.0% すべて成功 × × × × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 合格

滴下型 75.0% すべて成功 × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

半固形型 70.0% すべて成功 × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○

滴下型 58.3% すべて成功 × × ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○

半固形型 70.0% すべて成功 × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○

滴下型 72.7% すべて成功 × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○

半固形型 88.9% 不成功あり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

滴下型 73.3% すべて成功 × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○

半固形型 66.7% すべて成功 × ○ × ○ ○ ○

Ｆ氏 実施する 合格

Ｇ氏 実施する 不合格 →滴下型の合格基準を満たした後に

　半固形型の実地研修を行うこと。

　この場合、Ｇ氏は半固形型の実地

　研修を行ってはならず、滴下型で

　合格基準を満たした後に半固形型の

　実地研修を行う必要がある。

Ｈ氏 実施する 不合格

Ｉ氏 実施する 不合格



■研修修了証の取扱いについて 

令和６年８月２日付け高齢第 721号「胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下型・半固形型 

栄養剤）に係る研修および認定特定行為業務従事者認定証の取扱いについて（通知）」が令和７ 

年４月１日から適用されることに伴い、喀痰吸引等研修（登録喀痰吸引等事業者における介護 

福祉士への実地研修を含む）修了証は以下のとおり交付すること。 

 

①「滴下型」および「半固形型」栄養剤の実地研修を修了した者 

→「胃ろう又は腸ろうによる経管栄養」 

  ②「滴下型」栄養剤のみ実地研修を修了した者 

→「胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下型のみ）」 

 

※「半固形型」栄養剤のみ実地研修を修了した者は、実地研修の修了と認められないため 

注意すること。 

※登録喀痰吸引等事業者で実地研修を受講する介護福祉士においては、（公財）社会福祉振興・ 

試験センターの取扱い上、「滴下型」栄養剤のみ実地研修を修了した場合であっても、介護 

福祉士登録証では判別できないため、登録喀痰吸引等事業者は研修修了者に対し、実地研修 

修了証を２部（登録証申請用、修了者控え用）交付し、実地研修修了証を介護福祉士登録証 

と共に保管して、当該者が実施できる行為を証明できるようにするよう指導すること。 


